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「フ チ オ コ ー ル」ノ 生 化 學 的 研 究

第 三 報

「フチ オ コー ル 」ノ結 核 菌發 育 二及 ボ ス影 響 二就 テ

大阪帝國大學醫學部今村内科竝微生物病研究所竹尾結核研究部(圭任 今村敏授)

外 山 重 高

(昭和13年5月6日 受 領)

(本論文要旨・・第15同 日本結核病學會総會二於テ登表 セリ。)

緒 言

結 核 菌 二關 ス ル 研 究 ノ複 雑 多 岐 二 亙 レル 近 代 二

於 テ 、 ソ ノ麓 育 又 ノ・清 毒 ノ か面 モ 些 細 二研 究 セ

う レ殊 二種 々 化 學 的 物 質 ノ,と 一一及 ボ ス影 響 ノ検

査 セ ラ レ タ ル モ ノ鮮 カ ラ ズ 。(1}(2澗 然 レ ド モ登

見 爾 日淺 キ物 質 「フ チ オ コー ル 」二就 テ ハ 未 グ ソ

ノ報 告 ア ル ヲ 聞 カ ズ 。 抑 ヒ「フ チ オ コー ル 」ノ・結

核 菌 膿 ノー 成 分 一 シ テ 、 ㈲ 色 素 ト シ テ コ レ ラ

Wittノ 説(5Lヨ リ テ 観 レ バChromophore

GrupPeト シ テChinon核 ア リ、Auxochrome

GrupPeト シ テHydroxyl基 ヲ有 シ、 酸 性 色

素 二(6囑 ス ベ シ。 然 レ ドモ 亦 「フ チ オ コー ル 」ノ・

酸化i還元型物質 〔7)ニシテ、 ソノPotentialハ 甚

ダ低 ク、殊 二結核菌龍 内 二於 テハ 「グル タチオ

ン」ノ未 ダ謹 明 セ ラレズ、1ズル フオヒ ドリー ル」

・叢 ノ存在 スモ不 明 ノ今 日、結核 菌龍 内組織 呼吸

二關 シ重大 ナル示唆 テ感 ズ ル所 ナ リ
。

嚢 二余 ノ・「フチオ コー ル」ノ家 兎 ガ11糖拉 二血清沃

度酸値 二及 ボ ス作用(8)テ 検 シ、 又 ソノ尿成分 二

及ジボス影響(9)テ 検 セ シ庭 アリ。叢笙 ミテ 「フチオ

コール」ノ結核 菌禮 自身 二及 ボ ス影 響 テモ 見知

セ ン ト欲 シ、先 ヅ ソ ノ登育 二封 スル作川 ザ試1験

セ リ^

實 験1Slidecell(沿lture試 験

1887年Foder(10)二 創 レ ル 全 血 液 ニ ヨ ル 菌 培 養

試 験 ノ・生 艦 ト菌 登 育 ト ノ關 係 テ簡 易 二 了 知 セ シ

ム ル 所 大 ニ シ テ 爾 來 撒 多 ノ實 験 報 告11112〔13)'14'且5'

セ ラ レ タ リ.Wright「16)・ ・本 法 テ 改 攣 シ テSlide

cellcalture法 テ考 案 セ リ。 佐 藤 氏 等17脳19ノ ノ・

今 村 教 授 御 指 導 ニ ヨ リ テWright氏 法 号更 二改

良 セ ラ レ タ リ。 全 血 液 テ用 ヒ結 核 菌 二 封 ス ル 化

學 的 物 質 ノ作 用 ラ検 セ ル モ ノ ー ハFrジ 〔臥 ノ 「サ

ノ ク リ ヂ ン」ノ作 用 テ 検 セ ・・ア リ、叉Hessund

G.Meissner(21)ノ 諸 種 色 素 ノ作 用 テ検 セ ル モ ノ

等 ア リ.

「フ チ オ コ ー ル 」ハ 化 學 的 物 質 ニ シ テ又 結 核 菌 禮

ノー成分 タ リ。結核病竈 二於 テ自然融解 セル結

核菌艦 ヨ リ遊離 スル「フチオコー ル」ノ量 ハ極 微

量 ニ シテ生膿 内 二於 テ實際 的意義 ナ シ ト假 定 丈

ル モ筒化學 的見地 ヨリ本物質 ガ全血液 内 二於 テ

結核菌登育 二及 ボ ス影響 ハ興味少 シトセズ。

試験 血液 ハ海狸血液 テ用 ヒ、 「フチ オゴー ル」ノ

諸種 濃度 ノ無菌 的落液 テ作 リコ レノ0.1妬 二全

血液0・9蝿 テ加へ所要 濃度4得 、と テ以 テ緒方

氏18澁 川氏(19)等 ノ行 ヘル方 法 二從 ヒテ實験 シ、

3日 培養及 ビ7日 培養 二於 テ ソノ成績 テ観察 セ

リ。封照 トシテハ左 ノ2種 テ實施 セ リ。

1・ 「フチオ コー ル」加所要標 本撒 枚作製後約20
●
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分 ニ シテソ ノ中1枚 氷酷酸 加10%「 フ。ルマ リ

ン」水 二投 ジ、固 定殺菌 シ水洗乾燥染 色 シ、菌 ノ

分布 ノ李等+ル ヤ否 ヤ ラ検 ス。

2.「 フチ オコール」テ加 ヘズ全 血液 一,PJテ所 定

ノ操 作 テナ シ3日 及 ビ7日 培養 ラナ セル モ ノラ

検 ス。

實験 成績 テ表 示 ス レバ第1表 乃 至第3表 ノ如

シ。
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観 察

海瞑全 血液 テ用 ヒ、 「フチオコー ル」ノ千倍 、一

萬倍、十萬倍、百萬倍各種 「スライ ドセル カル

チュア」法結核 菌登育試験 テ實施 セル成績 ラ観察

スルニ、3日 培養=テ ノ・未 グ封照 ト著 シキ差異

テ認 メ難 シ。7日 培養=至 リテノ・ソノ百 萬倍 二

於 テ梢 ㌃著明 二菌 ノ登育 テ認 メ得 ベ シ。

實験2培 基培養試験

菌 ノ獲育 テ検ス ルニ ソノ培基 ハ最 モ重大 ナル關

係 アル所 ナ リ。然 レ ドモ「フチオ コー ル」ノ・純 化

學 的物質 ナル ガ故=余 ノ・組成 ノ明ナルLong氏

合成培 基 テ最 モ便 ナ リ ト信 ジ之 テ 選 べ リ。幸

「フチオコー ル」ノ・Long〈")氏 培 基 二容 易二溶解

シ特有 ノ深紅 色 テ呈 シ、 ソノ濃度 二比例 シテ色

彩 ハ階段 的濃淡 テ示 セ リ。余 ノ・Long氏 培 養液

テ以 テ「フチ オコー ル」テ千倍 二溶解 シ爾後 倍歎

稀繹 テ以 テー萬倍、十萬倍 ノ4種 テ作 リPHテ

修 正 シ之 二封照 トシテLong氏 培 基 テ加 へ中試

験 管 一各5妬 テ分注 シ滅 菌 シ之 二馬鈴 薯固形培

基 上 二瑳育 良好 ナル人型結核 菌苔(上 池株)テ 滅

菌 生理 的食盤水 上二俘 カ シメテ洗條 セルモ ノテ

ー 白金 耳宛 可及的等量 二移 植 シ
、 ソノ獲育 ラ観

察 セ リ。瑳育 ノ状態 テ計 撒的 二示 ス・・理 想 ナ レ

ドモ實際 上不可能 ナル テ以 テ肉眼 的 二観察 セル

所 テ左 ノ符號 ニヨ リ表示 セ ントλ。

一 静 置 ノママ ナル ニ菌苔 ノ培養液 中二沈 下

セ ル モ ノ

± 菌 ノ登育 テ認メ難 キモノ

+菌 ノ褒育 テ梢 く認 メ得 ルモ ノ

十 菌苔 ノ獲育培基液面牛二進 ミタルモノ

惜 菌苔 ノ瑳育培基液面大部 二達 セルモノ

冊 菌苔 ノ登育試験管壁ニマデ上昇 シ來 レル

モ ノ

更二爲眞 テモ撮影 シソノ状態 テ示 シ、又最後 二

菌塊 テ捕集 シ乾燥秤量 シテ表示 スル所第1表 以

下 ノ如 シ。

第1表

昭和11年3月28日

＼ 倍1

番義聯 倍

1

-・ 萬 倍

1

十萬

11±
一一1 十十1十

2 「 ±
十 1朴

3 ± 十 十

4
,

± 十 什
5 ± 十 什

一

6 ± 什 十

7 口 十 十

百萬倍

柵

苫

+
[+
三

什

柵

什

什

什

帯

菌 移植後3日 目一 シテ「フチガ コー ル」千倍液 ニ

テハ更 二登育 テ認 メ ズ
。既 二菌苔 ノ褐 色 二攣 色

シ來 レルモ ノアリ
。 又培 基底 二沈 下 セル モ ノア

.リ 。之 二反 シ「フチオコール」百萬倍液 ニ テノ・ソ

ノ嚢育就 二液 面牛以上 二達 セルモ ノア リテ封照

二比 シ梢 く良好 ノ感 アリ
。

菌移 植後6日 目ニ シテ「フチオコール」千倍液 ∴
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第2表 昭和11年3月31日
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菌 苔ハ液 中 二沈 下 セ リ。之 二反 シ 「フチォ コー

ル」 百萬倍液 ニテノ・盆 気螢育良好 ノ感 アリ。饒

二試験 管壁 二 稻 ミ上昇磯 育 セルモ ノア リ。 「フ

チ才コール」 ノ深 紅色 ノ、菌 ノ褒育 卜共 二次 第 二

腿色 シユ クテ認 メタ リ.

菌 移植後9日 目ニ シテ「フチ オコー ル」千倍液 ニ

テハ最 早菌苔ハ全部培 基液 中二沈下 セ リ。更 二

褒育 テ認 メズ。之 一反 シ「フチオコー ル」百萬倍

昭和11年4月3日 封 照

山1『

1ド、幾

壷 判
'

、'、1

日

釧 ●

し

∫ ・.1工 ・墨葛 ・

一百 萬 倍 一一 一 ＼

ピ 囚遭 ∴

彦

1

ー

■

澄
通

診
」

ζ

　

・
あ

b
し

r

j
、纂
5

ー

滋葺

ー
噛

層」

噸
トコ

・

倍

の

'

筆

醒

ー

● ●
…

る サ

β

萬 倍

Ml

皿

丁
-c鵡」ノ

ノ

戸 、

野・レ

順
ず

諺

の

も

ゆ

望

丁

-

-・

●



第8競 】 外山=「 フチオコール」ノ生化學的研究1081

液 ニ テハ封照 ヨリモ梢 く良 好 二獲育 セル、テ認 メ

得 ベ シ。 「フチオコール」一萬倍液 ニ テノ、封照 ヨ

リ梢 ヒ劣 リ十萬倍液 ニテノ、略 く封 照 二等 シ。

第4表 昭和11年4月16日＼漏 瞬 +辮細

≒ 言≒[1
_『 一.一一二_柵]制 冊}冊

1一モ 器際 際 隅
菌 移植後S週 間 目ニ シテ「フチオコール」千倍液

テ除 キ他 ノ・殆 ン ド全部 試験管壁 二上昇登育 テ示

シ更 二差 別 テ認 メ難 シ。

第5表

11召禾011年4月127日

＼葱 倍}辮 千萬融 倍1封照

＼ …

試 験 管 数777・7110へ 　　 　 ヨ
総 菌 量9-0.4930.5040.4600.552

華雛g「 ・.・7・一繭 ・.・65・.・55

菌移植後4週 間目ニ シテ加熱殺菌 シ,一 萬倍、

十萬倍,百 萬倍、封照各別二菌塊テ濾紙上二集

メ溜水 テ以テ5同 洗1條シ、乾燥器二入 レ、囁氏

約80度 二3日 間保 チ乾燥 セシ人 後菌塊 テ秤量

瓶ニ トリテ秤量 セル所第5表 ノ如 シ。

之 テ見 ルニ菌 ノ登 育 セザル「フチ オコール」千倍

液 テ除 キ「フチオコー ル」一萬倍、 十萬倍、 百萬

倍 各培基 共 二封 照 二比 シソノ卒均菌量 多 シ。

第6表 培基PHノ 攣 化

＼等
倍圃+萬綱 封照

膣 覆臣Ollill;il[1÷;li蜀
PHガ 菌 ノ襲育 二影響 シ、又菌 ノ褒育 ニヨ リPH

ノ攣 ズル コ トアルノ・周知 ノ事實 ナ リ.本 實験 二

當 リPHノ 攣動 セル所 ノ・第6表 ノ如 シ。 之 山 ヨ

ツテ観 レバ培 養後 ノ・梢 く酸 性 二傾 ケ リ。 「フチ

オ コー ル」 ノ色彩 ガ菌 ノ登 育 ト共 二謎 色 ヘルハ

コ ノPHノ 量 化 ニモ ヨル!ぐシ。

察

「フチ オゴール」子Long氏 合 成培 基 二加 へ千倍

一萬倍
、 十萬倍、 百萬倍 ナ ラシノテ結核菌 ノ礎

育 テ検 シタル ニ千倍 二 於 テ ノ・菌 ハ 全 ク螢育 セ

ズ。一萬倍以上 ニテノ・登育佳良 ニ シテ殊 二百萬

倍 二於 テノ・早期 二菌 ノ登育 テ促進 セ シム。

,摘 要

「フチオコール」テ加 へSlidecellcalture法 蛇

二Long氏 合成培 基 ニ ヨリ結 核菌 ノ登育 テ検 シ

タルニ ソノー定 ノ濃度 二於 テノ・結核 菌 ノ糞 育 テ

促進 セ シムル ノ作 用 アル テ認 メタ リ。

終 二臨 ミ今村教授、西垣、澁川 雨講 師 ノ御指ご

導御校閲 テ深謝 ス.
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